
第4国字宙開発委員会(定例会議)

議 事 次 第

1.日 時 平成元年2月l甘 く水)

午後2時岬2時30分

2.場 所 宇宙開発委員会会議室

3.議 題 昭和63年度宇宙開発委員会外国人招へいについて

4.資 料

委4-1第3国字宙開発委員会(定例会議)議事要旨(纂)

萎4- 2 昭和6 3年度宇宙開発委員会外国人招へいについて(薬)

●

●
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第3回章宙開発委員会(定例会議)

議、寧 要 旨 (薬)

1.日 時 平成元年1.月25日(水)

午後2時へ2幡3 0分

2.揚∴新 宇宙開発案患会会議室

3.議 題 (l)平成元年度宇宙関係政府予算案について

(2)宇宙開発計画の一部変更について

4.資 料

賽3-1第2回章宙開発委員会(臨時会議)議事要旨(薬)

糞3- 2 平成元年度宇宙関係政府予算案

賽3 - 3 平成元年度宇宙関係政府予算案総括表

黍3-4 宇宙開発計画の一部変更について(纂)

5.輔席者

宇宙開発案賞全寮員長代理

" 委員

lγ "

" lγ

斎 藤 成 文

久良知 童 悟

曽 山 克 巳

田 島 敏 弘

関係省庁職員等

文部省学術国際局審議官 佐 藤 次 郎(代理出席)

通商産業省機械情報産業局次長 水 野 哲(代理出席)

運輸省大臣官房審議官

" 気象庁総務部長

郵政省大臣官房審議官

水 間 蔑 篤く代理出席)

渡 辺 純一郎(代理出席)

江 川 晃 正(代理出席)

他

寧鶴居

科学技術庁研究開発局長

" 研究開発局宇宙企画課長

〃 " 宇宙国際課長

" " 宇宙開発課長

6.議 事

(l)前回議茸要旨の確認について

喜一 柏 崎 光

晋 江 藤

田 中 征 治

斎 藤 紘
一

他

第2国字宙開発委員会(臨時会議)議輩襲旨く築) (資料賽3

-1)’が確認された。

(2)平成元年度宇宙関係政府予算案について

苺務局から、資料賽3 - 2及び賽3 - 3に基づき説明が行われ

た。



を
′-●

(3)宇宙開発計画の一部変更について

事務局から、資料委3 - 4に基づき説明が行われ、原案どおり

決定された。



・ ㌦ 委

昭和6 3年度宇宙開発委員会外国人招へいについて(案)

平成元年2月 日

宇宙開発委員会

′決

● 醐63年度における宇宙開発委員会外国人招へ申して、タイ

王国の国家研究評議会総裁であるチョ‘ンポーン氏(I)r. Choompol

Swasdiyakom)を平成元年3月5日から3月1 1日の間抱へいする

こととする。

●

へ
着

工



(参考l) チョンポーン氏の招へい目的

タイの宇宙開発は、科学技術エネルギー省、通信省等を中心に推

進されており、現在、国際通信局衛昼、国内通信局衛星、気象衛星、

地球観測衛星の各分野の衛屋を利屈した活動が行われている。

我が国は、 MOS- 1受信局の設置など特に抱球観測の分野で夕

● ィとの協力を進めてお。、同国との協力はますます緊密になると考

えられる。この度、タイにおける地球観測分野の活動の責任者であ

るチョンポーン氏(タイ国家研究評議会総裁)を招へいし、地球観測

分野を中心に宇宙開発に関する意見交換を行うことは、今後の日タ

イ闇の宇宙分野における協力の推進にと・って有意義であるとともに、

近年重要性が特に増しっっある開発途上国との国際協力の発展に資

するものである。

●

2



科学技術エネルギー省組織図

国家エネルギー庁

原子力庁

科学技術エネルギー省 国家環境委員会事務局

国家研究評議会事務局

科学サービス局

タイ科学技術研究所
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タイ国家研究評議会(NRCT)の概要

l・.沿革・機構

1 9 5 6年に設立された科学技術政策立案の中心的な役割を果たす

機関で、政府の諮問機関であるo評議会事務局は、科学技術エネルギ

ー省の一局である。

評議会は首相を議長として、総裁、学識経験者等より構成され、こ

の他理事会、研究分野別の研究部会により運営されている。

2.役割

本評議会の主な役割は、科学技術政策・科学技術計画を策定すると

ともに、各省庁の研究機関や大学の研究を分析、評価して研究計画の

ウェイト付けを行い、我が国の大蔵省主計局にあたる総理府予算局に

対して勧告するoこの他、補助金をもち、大学、各省、民間の研究者

● に配分している。また、外国との研究協力の推進も行っている。・



(参考2) チョンポーン・タイ国家研究評議会総裁履歴

(Di. choompoI S潤sdiyakom)

一1.生年月日、・出身

1928年3月31日 ナコンパトム(バンコク近郊)生まれ

(60歳)

2.学歴

1951年 チュラロンコン大学政治学科卒業

1957年 米国シテキュース大学留学

博士課程修了

3.職歴

・1 972年 国家研究評議会副総裁

1981年 国家研究評議会総裁

現在に至る・

●



(参考3) チョンポーン氏招へい日程(案)

3兄 5日(日)タイ発

日本着(東京泊)

●

●

3月 6目(月)在京タイ国大使館表敬訪問

大臣表敬訪問.

宇宙開発委員会との懇談￣

歓迎晩さん会

(東京泊)

3月 7日(火)研究開発局長との懇談

宇宙開発事業団訪問

(東京泊)

3月 8日(水)地球観測センター視察

鹿児島へ移動

(鹿児島泊)

3月 9日(木)種子島宇宙センター視察

東京へ移動,

(東京泊)

3月10日(金)角田ロケット開発センター視察

(仙台泊)

3月Il日(土)日本発

タイ着



(参考4) タイの宇宙開発

l.概要

タイの宇宙開発は、一般通信、気象分析・予報、リモートセンシ

ング、ラジオ・テレビジョン放送及び国家安全保障のための特殊通

信など、主として衛星を利用した技術開発・活動を中心に行われて

いる。

●
2.宇宙開発体制

政.府機関では、日本の宇宙開発委員会のような中枢的組織はなく、

科学技術エネルギー省、通信省、国防省及び内務省が、また、公共

企業体ではタイ通信公社及びタイ電話機構が宇宙開発に携わってい

る。

また、関連する民間企業とし一てバンコク放送・テレビジョン会社

などが存在している。

3.宇宙開発計画

現在国際協力により、国際通信用衛屋(インテルサット)、国内通

信局衛星(パラパ:インドネシアの通信衛基)、気象衛星(ひまわり

● 等)及び地球観測衛星(ランドサット、 MOS-1等)の4分野の衛

星を利用した活動が行われている。

①インテルサット

1966年からインテルサットに加盟している。バンコクから約

1 2 0klnのところに位置する Si Rachaに受信局がある。

②パラパ

パラバは、臆インドネシアの通信衛星であるが、周辺国が国内通信



属に回線を借属しており、タイでは1979年からバンコク放送・

テレビジョン会社が国内向けテレビ放送に用いている。この他、国

防省が国防通信に、内務省が車を届いた移動通信に利用しているよ

うである。

⑧気象衛星

我が国の静止気象衛星「ひまわり」の受信局が設置されており、気

象、予報、漁業、農業等の分野において、その画像が利用されてい
る。

④地球観測衛星

1972年からランドサットのデータ利用を開始し、その後、受

信局の整備により、ランドサットデータ、 SPOTデータの受信、

処理、解析及びMOS-1データの受信を行っている。これらによ

り、鞄図、国土利用図の整備のほか、農業、国土保全、環境保全、

漁業等への活用を図っている。

●



(参考5)タイ国MOS-1受信局について

上タイの受膚局は、昭和6 0年・5月の藤尾自民党政調会長訪タイ

時にその設置を要請されたもので、宇宙開発事業団がタイ国バン

コク市郊外に海洋観測衛屋1号(MOS- 1)の直接受信設備を設

置している。

2・その設置にあたっては、昭和61年12月に行政レベルでの取

● 詔書詩誌器謹話蒜祭器、
が開始されている。

○タイ国MOS- 1受信局に関する協力の内容

日本からタイ国に対するMOS- 1受宿に関する協力の主な内容
ノ

は、

(1)MOS-1データの直接受信設備の整鯖

(2)MOS-1データの無償提供

(3)タイ国の職員の訓練

であり、宇宙開発事業団がこれらを担当している。

● なお、タイ国側としては、科学技術エネルギー省国家研究評議会

(N蹄CT)がMOS- 1受信のための土地建物等の施設整備、施設

運用に必要な光熱費等を担当している。
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日・タイ閏のリモートセンシング分野での協力

l. MOS- 1受信局の設置等(宇宙開発事業団)

2・リモートセンシングに係る共同研究(昭和6 1年度∵)

科学技術振興調整費等により、タイとの闇でリモートセンシング

に関する次の其同研究を行っている。

・土地利用状況に関する研究

上地の利周状況(住宅地、緑地:工場、森林、田畑等)の把握

・植生環境に関する研究

植物の種類、生育状況の把握

・農●業生産力把握に関する研究

作物の生育状況、土壌の水分、養分状況を把握することで、潜在

的な農業生産力を推定する。

・洪水壇形分類に関する研究

熱帯鞄域で農業濯かいを行うにあたって、極めて重要な要因であ

る洪水について検討するため、洪水の可能性の高い地域の微細蝿形

を把握する。

・洪水氾濫特性把盤に関する研究

洪水氾濫によりあふれた水の総量について検討し、水の流入量と

流出量との関係を把彊する。

・海洋生物資源の把瞳に関する研究

タイ湾において海面温度の分布、海色等の海洋環境とサバ・イワ

シ資源との関連を明らかにする。

IO


